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薮が明の軍隊によって行はれたことを想像させるものがあり’易世革命の持つ
ところの思想の恐ろしさに戦傑せざるを得ないものがある｣'5)と述べる。そし
て，その根拠として， （,)民衆間の伝説，(2)華北の農村に建物・廟・城壁・樹木
・墓地等で元代からのものが殆んど見かけられない，をあげる16)｡A.H.スミ
ス氏は次のごとく述べる。「明朝の始祖，洪武の甥が支那の南の都から現在の
北京，當時の燕の國に攻め入ってから約500年になる。この有名な侵入者は，
すべての人々を虐殺し，揚子江から北京に至る全地域を無人の荒野に化したと
いはれてゐる。歴史家はこれを「燕王掃北」と濡してゐる。この野心ある青年
が正當なる皇位繼承者たる甥を放逐した後，永樂なる稽號をほしいまふにし
た。これｶﾇ支那史における有名な名稽となったのである。破壊の跡を建直すた
めに，南山西及び東山東から強制移民を行った。言ひ傳え．によれば,南山西の
洪洞縣々城に非常に多くの人々が集められ，それが戦争の結果破壊された未耕
の荒地に分散せしめられたといはれてゐる。北支大平原一帯の住民は，洪洞縣
城から移住してきたといふ以外何ら祖先について知ってゐないことは確かであ
る｣17)とp直江廣治氏は’現存諸村落発生の時期について，「元末明初の兵寓Lと
殺獣は華北大平原を徹底的に破壊し去って， ここに現存諸村落發生の重大な一
契機を作った｣,8)と述べ，一般農民は「燕王掃北」について’次のように語り
伝えていると述べる。「明太祖の第四子たる燕王様は彼が出遭った全ての生物
を殺し，斯くして揚子江から北京までの地域は無人の曠野と化した。そして非
常に澤山の人間が南山西の洪洞縣の大槐樹の下に集められ’そこから荒屡に歸
した土地に分配された。自分達の祖先は洪洞から來たのである｣'9)と。
以上のごとく，華北村落の本源的形態は一度解体され’現存の村落は明初以
降の移民により二次的に形成された。とするならば，華北村落の地縁的．血縁
を集め,大
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的結合の存在形態は，移民集団の形態，移住地への定着の仕方，あるいは定住
後の社会経済的展開に規定され，農耕様式をも含めて華中．華南と異なるのは
当然であると考えられる。
落花生，大豆，
ヨ章地帯に見ら；
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でも各13戸（18
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鳥昌侯家営は村：
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2． 村落の特徴
既述してきた調査村の位置を示したのが第1図である。第1図からわかる通
り， これらの村落は河北省が4ケ村，山東省が2ケ村であり，全て県城近くの
村である。というのは，治安の関係上，県城から隔った交通の不便な村を調査
することが困難であったからである。それゆえ， これら6ケ村は県城の市場圏
に包摂され，商品経済が比較的発達している。しかし，寺北柴村の棉作と冷水
溝荘の水稲作を除いて，他の村落は夏作に高梁，粟，玉米を主とし，その他に
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出典） ｢中國農村慣行調査」扉の地図より。
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落花生，大豆，甘藷，冬作に小麦といった比較的商品価値の低い，華北の二年
三作地帯に見られる一般的作物を栽培する村である。各村落の戸数・人口・姓
別戸数．作目等を表にしたのが第3表である。各村の戸数は冷水溝荘の376戸
を除き, 100戸前後で，これも自然村一般のサイズである。
ところで，各村の姓別戸数の割合を見ると，沙井村では最多数姓の李・楊姓
でも各13戸（18.6％）と少なく雑姓村であることがわかる。寺北柴村では郡姓
が53戸で37.9％，冷水溝荘の李姓は188戸で50％，後夏案の王姓は51戸で39.2
％，侯家営の侯姓は84戸で73．7％，呉店村の郭姓は15戸で26.3％を占めてい
る。侯家営は村名が示すごとく侯姓の同族村であり，冷水溝荘も李姓が50％を
第3表各村の概況
碁≧雪享篝)人(昊)夫蹴エ大苧風%|墓窪“目（ ）内％
沙井村 高梁(40),ノ1,麦
(60),玉米(30)
粟(20)，その他
(10)
70 李13(18.6)，
張12(17.1)，
杜7(10.0)
407
男193
女214
楊13(18.6）
劉7（10.0）
16
寺北柴村 ???
，
?????? ??，??
140
???????????、???
徐24(17.1）
"20(14.3)
710 8
?
冷水溝荘 水田14頃
畑28頃
李188(50.0)，楊約50(13
.3)，諌約40(10.6)
376
(402)
16一
後夏案
??????，
‐，??
??
馬30(23.1）
李9（6.9）
???????? ???
11130 695
高梁，稗子，豆
子，黍子，穀子
棉花，落花生，
蕎麦， 白薯
???
??、、?????
??? ，《?》?? ‐?‐，，???、?? ?〕???? ‐，?侯家営 約680
号約350
女約330
13114
???
玉米，粟，甘藷禺7(12.3）
王6（10.5）
超4(7.0)
呉店村 郭15(26.3)，
楊6(10.5),
李4（7.0)，
1657 －
出典）『中國農村慣行調査』第1巻～第5巻より作成。冷水溝荘の戸数(402)は第4巻
附録1の冷水溝荘地畝割表PP.386～389に基づく。
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占めているということは李姓の同族村落的色彩が強い。その他の村落において
は一姓が過半数を占めることはないが，三大姓を合計すると過半数を占め，村
政においてこれらの大族の意向が反映する。このように村落内において各族が
どの程度の割合を占めているかということはウ各族の(1)移民・定着のあり方，
(2)定着以後の発展・没落に規定されている。(1)においては同族集団で移民し，
村落を形成したのか， (2)においては定着後の社会経済的発展により族的結合を
はかることができたのか，等に関連する20)。中国においては食いつめた貧困者
が単身で移民しても成功して財を成せば，一族を呼び集めて族的結合をはかる
ものであり，また，中国は均等分割相続であることから大土地所有者といえど
も3～4代経過すれば没落する可能性があり，それに対し同族共有地としての
族田を設け，家廟を建立して年2回の族祭を行なうことによって族的結合をは
かり，没落を防ぐということがあり，村落内において自己の属する姓（族）が
多数を占めるというのはそれなりに意味をもってきた。例えば，平野氏は既述
した天野氏のなぜ華南に同族結合が強かったかという理由に，次の4点をつけ
加える21)。
（1）豪族を中心とする開拓における協業。
（2）異姓間に行なわれる械闘。
（3）蛋民や黎などの異種族及び匪賊に対する共同防衛。
（4）大族が異姓に対抗して土地を兼併することにより豪族を中心とする宗族
結合の強化。
ところで， これら6ケ村には100影の同族村はなく，侯姓が圧倒的多数を占
める侯家営においても侯姓以外に12姓が存在する。これは華北の一般的形態で
あって，第4表に見られるごとく’姓で全村戸数を占める完全な同族村なるも
のは少なく，築城県・定県にそれぞれ’村だけ見られる。最多姓が過半数を占
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20）華北の村落形成史については筆者の力麓の及ぶところではなく，歴史研究者，特に明
清代史研究者の研究が待たれる。
21）平野，前掲総文,p.4．
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第4表戸数の割合別村落数
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?
?
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9.7
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16.1
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4．8
1．6
??????????
??
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27.8
18.5
13.0
13.0
5．6
3．7
1．9
???????????
??????5.6
21.0
17.5
13.3
18.9
7．7
5．6
2．8
7．0
0.7一－
| '41'0021'41'OM|､431'00JI｣431'00｣|@21Ⅲ』計 ’ 621100，
出典）『中國農村慣行調査』第1巻pp.60～72,第3巻pp.20～24,李景漢『定縣社会概
況調査』p.170．
注）最多姓が2姓ある場合は1姓は次多姓に入れた。
める村落数は，順義県第1区では13ケ村（24.1％),築城県では61ケ村（42.7％)，
定県では30ケ村(48.4%)であり，ある姓が村内で有力な地位を占める村の存
在を理解することができる。しかしながら，第5表に見られるごとく，多くの
村が数姓から数十姓で構成されており，村落の運営において強大姓と言えども
他姓を全く無視することが出来ず，他姓の協力を必要とする。それは農耕・水
利・村落防衛・日常生活での相互扶助等の村民の，あるいは村落の再生産に欠
くことのできない協力であり，それが同族内で解決し得るならば地縁的結合は
弱いであろう力ざ，第5表に見られたように1姓が全村戸数を占めず，他姓が存
在している限りは困難である。そして， このような雑姓で構成される村の統合
機能を持つのが村廟である。というのは，ある族が村内に比較的多く占め， し
かもその族の家廟が存在しても，家廟は同族を統合するのであって他姓まで統
合することが出来ない。そこで他姓村民を統合する枠組として村廟が必要とさ
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出典）『中園農村慣行調査』第1巻pp.60～72,第3巻pp.20～24,
漢『定縣社会概況調査』p.171,
腰
6と）
れる22)。例えば，華南の事例ではあるが,D.H.Kulpの調査した鳳凰村は明
末に移民により形成され，移民当初他姓との混住であるが，現在は同族村とな
っている。この村には家廟も存在するが，乾隆年間に村廟の福霊古廟が他姓に
よって建立されており，成豊元年（1851年）には共同体成員により額が献納さ
れている23』。この例から考えると,鳳凰村は移民当初雑姓村であったため村廟
が必要であり，後に現住姓が発展し同族村となったようである｡勿論,移民によ
る村落形成初期においては,｢神頼み」によって困難な生活を克服しなければな
鐺j
噸
卿。
I10;
;･j
－
N)増
爵
5)菫
をi
し・
の‐
トル幻
22）このような事例として，拙稿，前掲「台湾漢人村落の地縁・血縁構造｣，「台湾におけ
る漢人村落の展開過程とその社会構造」を参照されたい。
23)D.H.Kulp,"CountryLifeinSouthChina,''1925,p.68,pp.292～293．
20
A
解放前の華北農村社会の一性格（上）（石田）
第6表規模別土地所有・経営戸数
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－
1
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－
－
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1
、
、
、
、
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規模(畝)、
沙井村 寺北柴村 呉店村
経営地
戸数|％
後夏塞 侯家営????????????????????????????????????????????????????????????
所有地経営地
戸数|％戸数|％ 器所有地戸数|％ 所有地 所有地戸数|％ 戸数|％
毎
づ0，，
0～10未満
????????
19.1
36.8
22.1
8.8
10.3
1．5
1．5
7.4
41.2
22.1
14.7
8．8
4．4
1．5
??????
18．
32．
19．
8．
12．
???????
???
?????
???
?????????
??
??
） 40.4
36.8
12.3
5．3
5．3
?????????
?
?
?
?
???????
22.224
19
34
27
15
?????? ???????????10～20〃 ?? ?
20～30"
30～50〃
50～100〃
7 5 3 21． .42 5
100以上
681100J|68110MI134110001134110M|126110M|108 00157 10"’計
出典）『中國農村慣行調査』第1巻～第5巻の概況より作成。冷水溝荘については第4巻
附録の冷水溝荘地畝割表より作成できるが， この地方の畝は大畝（官畝の2．5倍）
であり， この表の畝が普通の畝か大畝か明確でないので表化するのを避けた。
らない村民の精神構造も村廟の建立と大いに関係のあったことは言うまでもな
い24)◎
次に，各調査村の土地所有・経営を規模別に見たのが第5表である。一般に
華北の二年三作地帯において5人家族が何とか生活できるためには20～30畝が
必要だとされているが，第6表より各調査村の30畝未満の農家戸数の割合を見
－32
－
景
ると〉沙井村では所有地86.8％，経営地85.4％，寺北柴村では所有地94.1％，
経営地79.1％，後夏までは所有地81.7％，侯家営では所有地69.5％，呉店村
では経営地89.5％であり，圧倒的多数の村民は安定した生活をすることができ
ない。ひと度自然災害に見舞われると， この規模の農家は没落せざるを得な
い。そこで， このような農家は自然の脅威に対しては「神頼み」あるいは地縁
的．血縁的結合に依拠しなければならない構造の下にある25)。後述する村廟の
?…
24）増田福太郎「清代台湾における村落の発展一とくに寺廟ならびに土地契約の発展と
関連して一」『福岡大学法学論叢』第12巻第4号，1968年を参照のこと。
25）華中江南農村においては，商品経済の発達は農民層の分化をもたらし，農村に零細農
を滞留させるが，彼らを農村外に引き出す工業は未発達で，村民は地縁的結合に依拠
して生活の再生産を行なわねばならない構造にあった。拙稿「解放前の華中江南農村
の一性格」『農業経済研究』第51巻第1号,1979年を参照されたい。~293．蕊
愈
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關西大學『經濟論集』第32巻第
第7表村廟と廟神
2号ﾕﾕ6
村名 ｜廟名I 備 考神廟 ?」?
沙井村観音寺前殿；老爺，薬王，中殿；二郎，
地，虫王，青苗，普賢，観音，
珠，財神，龍王，老爺，後殿；
賢，釈迦，文珠
五道廟土地，虫苗，二郎，地蔵菩薩五
老爺，龍王，財神
別名：大廟。神像は全て±像 I
別名：小廟，地蔵王，九聖詞
神々は壁に描かれているだけ 1
寺北柴村観音廟観音
真武廟真武，周公，桃花女
三官廟三官大帝
五道廟土地，牛王，山鬼，判官，五道神
関帝廟関帝
『
敷地のみで建物はない
I
現在廟としての設備は全くな
い｡
宇
．『
??????????
玉皇大帝，天官・地官・水官の三
老子，孔子，如来仏，その前面；
神，牛王，土地神
関帝
観音
玉皇廟内に三官堂がある
三聖堂内に土地廟がある
冷水溝荘 玉皇廟 ?????????
三聖堂
関帝廟
観音堂
?ヶ???。、???
????．?????????????《
真武廟
龍王廟
土地廟
白衣廟
鎮武大帝
龍王
土地神
観音菩薩
後夏塞 鎮武廟ともある(発音は同じ）
2年前になくなる
別名：菩薩廟
|薑:!露鴛莞小皐判官農#|謹灘癖扉侯家営
??????「?????
?」????
呉店村関帝廟
五道廟
関帝，龍王， （娘々)，菩薩
虫王，龍王，関帝，土地，青苗，馬
王，財神
応答者により娘々は含まれて
いない
別名：七聖神詞
ぐ
！
出典）『中國農村慣行調査」第1巻～第5巻より作成。
意義もここにある。?，、????????????????????．???、???????????，
、??????
?
?????????ー????
Ⅲ村落における廟 ?
1， 廟建立の歴史と意義
??????
????????????????
?
???
? ? ? ? ? ?
? ? ?
?
。???
??????????
中国のどの村落にも廟が存在することについては既述したが，各調査村にお
p
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解放前の華北農村社会の一性格（上） （石田） 且？
??，???，????????????????》????????、???????、?????‐???????????????????ー????‐
いても第7表に見られるごとく村廟が存在する。第7表を見るに，各村とも必
ず土地廟あるいは五道廟が存在する。そして,そこには土地神が祀られており，
土地神は村民にとって欠かすことのできない廟神である。李景漢による河北省
定県62ケ村の調査によれば，五道廟は68字と一番多く，各村毎に1廟存在する
ことになる')｡A.H・スミス氏も｢最も普通に存在する二つの廟は一他のすべ
ての廟が不必要であるというわけではないが－土地廟と関帝廟である｣2）と
述べている。土地神は村民が死ぬと県城の城陰爺(県城には必ず城陸廟がある）に
報告し，城陸爺はそれを閻王に報告するといった，死後の世界を支配する神系
統があり，村民は土地神を恐れ，現世において善行を積もうとする。例えば，
『中農慣調』においても，
「この近くの村には皆土地廟があるか－ある」
「土地廟のない村もあるか－ない」
任地廟に土地爺を詞っていない廟ありや－ない。皆土地爺を詞る」
(V・P.432)
とあり，土地神の役割については，
「土地爺は方々の村にいるので，本村の土地爺は本村の人だけを守る。像
を見ると，やさしい顔をした爺さんなので， この地方の人の平安を守ってく
れるのだろう。然し悪い事をした人には土地爺が病氣を與えて罰する。人が
死ぬと家の人が土地爺の所へ報告し，それを土地爺が城陛爺へ報告。土地爺
と城隆爺とは丁度今の役人と同じように上下の關係がある」(I.p.210)
「土地廟の祭は－人が死ぬと報廟に行く。別に祭はない」
「土地神はどんな神か－収霊魂の神」
「土地の神が何故収霊魂の神か－霊魂をとって城陛廟に送る」
「どこの城隆廟か＝＝城内」
「城隈廟は縣に一つしかないか一一つ。土地神は一村に一つ」
???．????，。，??，???????????‐
，??????．?????????》??．。‐?????????????????．?????????．?、??‐??《??????。。???、，????」??．???
』
????
???『?、????
?
? ?
???
1）李景漢『定縣社会概況調査』1933年,P.427.
2）スミス，前掲書,p.161。
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ｺｰﾕ8 關西大學『經濟論集」第32巻第2号
「土地神と城隆神とどんな關係があるか－城陸神が土地神に人の命をと
れと命ずる， とれないと土地神の責任になる」
「すると土地神は人の命をとる悪い神か一然り」
「城隆神も悪い神か－神に善悪はないが，そういう職についているから
仕方がない」
「土地神の職はそれだけか一然り｣3)(W.p､433)
『土地爺は一「地方｣」
「どんなことをするか－城陸廟の地方。人が死ぬと城陸廟へ通知する」
「悪いことをすると土地爺が呼びに來るか－悪いことをした人があると
土地爺がそれを城隆廟へ知らせ，城陸爺の命令を受けて小鬼と共に人の霊を
呼びに來る。霊が城陸廟へ來ると，城陸爺は判官に對し，その人の壽命が終
ったか否かをきく。判官は人名と壽命の書いてある帳簿（生死簿）をもって
いて，それによって城陛爺に答える」
「土地爺が呼びに來ても生死簿の壽命と合わないと死なぬか一年が合わ
ぬと呼びに來ない」
「悪いことをしたら土地爺はすぐに呼びに來るか=＝＝悪いことをすると，
壽命が八十と生死簿にあっても三十で呼びに來ることがある。三十で呼ばれ
ると，次の世では獣と生れ愛る･もし良いことをして呼ばれた時には來世は
幸福となる」(V、P.36)
とある。李景漢も， 「土地廟裏供的是土地爺･郷民都説土地巡視村裏各家的行
為。郷村家裏死人，有的到五道廟去的，有的到土地廟去｣4）と，土地神が村内
各家の行為を巡視し，郷村内の死人の出た家では五道廟や土地廟へ行く旨を述
べている。
??????????? ? ? ? ? ? ? ? ? ‐ ， ? ? 》 ? ?
??????
3）台湾において士地神は土地公あるいは福徳正神と呼ばれ，単に死後の霊を扱うだけで
なく，一家平安，健康，金儲け等の様々の霊験があるとされている。増田福太郎『臺
漣の宗教一農村を中心とする宗教研究一』1939年を参照。
4）李景漢，前掲書,p.434｡??????．、?，?‐?????????????
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第7表を見ると，土地廟以外にも多くの廟が存在するが，それぞれの廟神に
は具体的な霊験ｶﾐあるとされ，村民は村の平安，豊作，雨乞，洪水防禦，病気
治癒，子宝等を祈願する。例えば，
「どんな御利益があるのか。どんな時にどの廟に詣るか－玉皇廟は祈雨
有病，算卦の神で，病の時に最も良く詣で，雨乞もここでする。關帝廟には
学校もあり，別に御利益ありとして詣でることはない。三聖堂も詣らぬ。観
音堂には子なき女が詣でることがある」
「發財を財神に祈らぬか－祈らぬ」
「その他にどんなことを祈るか－他郷に在るものの安全を祈ることあ
り。又河が決潰せぬように祈ったことあり」
「雨乞の御利益はあるか－多い」（Ⅳ． p､17）
とあり，廟の存在は村民にとって重要なことであり，村が存在する限りは廟が
なければならない。例えば，
「乾隆年間に廟が出來たのはなぜか－中国古來の習慣で村が出來た時に
廟がないと民心が安定しない。廟があると安心して暮せる」
「廟がないと不安に思われるか一別にそんなことはないが，どの村にも
あるから真似て建てる。ないとおかしい」
「乾隆以前にも村民がいたのに，それ迄は廟がなかったのはなぜか－そ
れ迄も廟があったと思う。人が少ない時は小さい廟があり，人が増えると大
きい廟になる。乾隆年間のことは重修だと思う」
「廟は村全篭を守ってくれるのか－それは迷信で，そう思えばそうとも
なる」
「普通の村民は何と思っているのか－普通は何とも思わず，ただ廟があ
るから焼香するだけだ」
「もし現在廟をこわすと反対するだろう－然り」
「罰が當るからか－そうかも知れない」(V.p.46)
とあり，あるいはまた，
?????
???
????
???
????「
する』
しヲ、
DQこ
り露
命族
、
もつで
が齢
ると，
呼徹
繩;；
??????。。??? ? ???》?
う瀞．
鰯『！
25
???
?
一一一一一一一 テー一
；
關西大學『經濟論集』第32巻第2号I.20 . ･3
鳶
綴とぶ
4綴諄が
額,冷加
4:鯉され・
棚とあり9
j<いたと貴
雲嬉慶‘
吟土土
‘鱸の東li
； 「その金
：筋る」（］
棚ﾘ,康勇
帥,老笥
j:腫修財初
：
;'1腓2月）
‘↓ すムプ
"jOo
i 姥爺礒
＃ 「その碑
itl(V,p.
輔ﾘ,かつ
獺眺,貝
蝋上思れわ
I糊12)と主
「廟は侯家営だけの廟か－そうだ」
「他村の者がお詣りにくることはないか－信仰しておれば來てもよいが
そんなことはない。どこの村にも廟がある」
「廟を作る必要があるのか一しかしどこでも作っている」
「廟を作らぬと何か都合の悪いことがあるか一神様を祭るため。そうす
ると病気もしないし腫物も出來ない」(V.P.28)
とある。それゆえ，移住者がその土地に定着し，村落を形成する際には必ず廟
を建立する。慣行調査に従事された山本氏は農民からの聞き取りの中で，農民
が定住地を決める際に， 「先有井，後有荘」という回答を得て， 「公井の位置が
決定すると， これにつづいて廟，家，墓地をそれぞれ決める｣5）と述べる。『順
義縣志』によれば， 「沙井在沙井村東南水常溢村名以此｣6)とあり，沙井村の村
名の由来が井戸から来ていることがわかる。また’筆者の台湾農村調査におい
ても廟建設が村落形成と密接に関係していた7)。同様のことは華北のこれらの
村にも当てはまる。『中農慣調』は村廟の歴史についてあまり触れていないが，
各村の廟の歴史を調べてみると，沙井村では廟の建立時期は不明であるが，寺
北柴村では，
「五つの廟の中で一番古いのは何か－観音老母廟○五道廟と關帝廟も相
當古い。三宮廟と眞武廟とはそう.古くない」
「観音老母廟は何時頃出來たか分らぬか－五百年位になるだろう。もっ
ともその間に修繕は度々あった」
附の出來た時からこの廟があったのか－しかり，村が出來ると直ぐ廟
が出來たと思う」(Ⅲ.p.43)
「廟は何時頃からあるか＝＝幾百年前（明代）である」(m.p.389)
とあり，寺北柴村では廟がすでに明代に建立されており，年代的に村落形成と
??????????????‐???。?????、
?
I
j榊農慣調
;:絹膳,p･
;絹増,pp
V．
5）山本，前掲書,PP.36-37.
6） 『順義縣志』民国22年，巻一，霊域志，井泉。
7）拙稿，前掲「台湾における漢人村落の展開過程とその社会構造」参照。
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解放前の華北農村社会の一性格（上）（石田） ユ21
廟建設とが関係あるとわかる。冷水溝荘では，玉皇廟内にある三宮廟東側壁面
の修廟碑が明天啓2年（1622年）9月に建立され，その碑には「濟南府歴城縣
迄東，冷水溝李家庄，古有三官廟」とあり,西側壁面の碑が明天啓5年(1625年）
に建立されている8)。また，関帝廟内の碑文重修山門記には崇禎3年（1632年）
11月とあり9)，重修であることからこの頃以前にすでに三宮廟，関帝廟が存在
していたと考えられる。そして，玉皇廟は康煕14年（1675年）に建立され，三
聖堂は嘉慶4年（1797年）に重修されている'0)。後夏までは，
「今土地廟を見たら鐘の銘に玉皇廟とあるが，あれはどこの鐘か一昔土
地廟の東に總神廟というのがあった。玉皇廟はなかった」
「その銘には康煕二十口年とあり，恩縣夏塞とある－それは總神廟の鐘
である」（Ⅳ． P.434)
とあり，康煕20年代（1681年～1690年）には總神廟があったと考えられるo侯家
営では，老爺廟の傍の道端に長さ6尺，幅3尺の石碑がころがっており，碑銘
は「重修財神廟並創立關聖帝君廟碑文」と刻まれ，碑文によれば同治4年如月
（1865年2月）の建立とある'')。この碑文から判断してか，村民は次のように応
答する。
姥爺廟はいつ頃出來たか－同治四年。八十年位になる」(V.p.27)
「その碑は何年頃のものか一同治年間に大廟を立てる時に石碑を立て
た」(V.p.322)
とあり，かって存在した財神廟が同治4年に大廟に修建され，それが現在の老
爺廟（別名，財神廟でもある）であるので,村民は老爺廟の建立を同治4年と応答
したと思れわる。碑銘には「重修財神廟」とあり，碑文にも「我侯總旗営蕾有
財神廟｣12)とあることから，また，廟内の「相府權衡」という額には同治2年
くいが
??????《，?ー』
乱ず馬
農民
立置が
。鵬
寸の村
こおい
rLらの
:いが，
ｳﾇ,寺
覇も相
,もつ
宣ぐ廟
形成と
8） 『中農慣調』第4巻,p､55,P.392｡
9）同上書, P.390.
10）同上書,PP.392～393の創建玉帝殿宇摘園碑記とp､394の重修三聖堂序による。
11）12）同上書，第5巻,P.34。
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(1863年）とあることからも,財神廟すなわち老爺廟は同治年間以前に存在し
いたことがわかる。村民の応答にも，
「乾隆以前にも村民がいたのに，それ迄は廟がなかったのはなぜか－
れ迄も廟があったと思う。人が少ない時は小さい廟があり，人が増えると
きい廟になる。乾隆年間のことは重修と思う」(V.p.46)
とある。一方，五道廟については，五道廟の前に鐘カミあり，鐘には「永平府
＃
;ふJ
j吋争－て
I
弱力
そ,ホ??
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，???，???????↑?????????．?????、????、???????????????????????????????
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?
?》。??
?
?， ??? ? 』
?? ??
あて黎縣侯總旗螢合庄人等五道廟造鐘一口五十斤嘉慶十二年四月吉日立匠人孫
好良」と費用負担者83名の名前が刻まれてある13)，このことから五道廟の鐘は
全村民により嘉慶12年（1807年）に造られたことがわかる。そして，これに関
する村民の応答に，
「右の人々は當時の全村の各戸の人を含んでいるだろうか－村民は皆名
が出ている」
「この鐘は五道廟の出來た時に作ったものか－然り」
「それ以前にも五道廟はあったのではないか－なかった」(V.p.36)
とあり，五道廟は1807年に建立されていることになる。呉店村では，
「この廟は何時頃出來たものか－百年位前」
「村とどちらが古いか－村が古い」
「關帝廟と五道廟といずれが古いか一大篭同じ」(V・P.431)
とあり，関帝廟と五道廟は1840年位，すなわち道光年間に建立されたことにな
る。
以上，考察してきたごとく村廟の歴史は古く，村廟は移住民により村落形成
後間もなく建立されている。山縣氏も村廟の建立時期について， 「かかる移植
民によって再出發した諸部落もやがて開花の時期が來て居る。それは諸部落を
延って見て感じられるのは，多くの村の寺廟が明代の中項に作られて居るので
あって，おそらく民が豐かにしかして泰平を認歌したのは， この頃ではなから
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13）同上書,p.36．
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うかと想像して居る｣'4〕と述べる。もちろん，なかには村廟の建立の遅い村も
あるが， これは移民した後の村民の経済的安定度の然らしめるところであっ
て，村神を祀る廟宇を建立していないからといって村民が共同で村神を祀って
いないということではない。恐らく，村民は廟を建立するだけの財力を身につ
けるまでの間は，粗末な桐に祀っていたか，あるいは村民各家を輪流して村神
を祀っていたと思われる'5)。というのは，村民にとって村神は精神的な拠りど
ころであり，存在しないと不安で，移民当初は特にそうであった。それゆえに
こそ，村民は村落を形成する過程で自分達の共同事業として廟建立し，毎年定
期的に廟祭を行ない，それを通じて村の結束をはかってきたと考えられる。
j》
壱年間以前に砿
つた0腕ぜ鵬
あり,人蝿澱
46)
り'鐘には職
羊四月吉日立蹴
ことから五道廟蝿
5．そして,と靴
ううか－村民脇
~.
2． 廟の祭祀・運営
調査各村では毎年数回，各村廟で廟祭が全村民によって挙行される。廟祭は
廟神の祭祀の他に，村民の会食や芝居の奉納が行なわれたりする。華北におい
てこの当時，既述した国民党の宗教政策による廟破壊や日本統治下の政情・経
済の不安定のため，廟祭は昔にくらべて簡素化されている。例えば’
「謝會の時に芝居をやる村ありや一事愛後はない。雨乞で雨の降った時
は芝居をする。豊年の時にも芝居あり。去年，衙門村では雨乞の後で雨が降
ったので芝居があった。芝居する時には北京から役者を呼ぶので大愛金がか
かる。昔は城内の廟會の時に芝居があったｶﾐ，今は治安と金の問題でなくな
った」 (I.p.191)
とある。このように，近年経済的余裕がない等の理由で，廟祭は簡素化され，
廟宇も荒廃したままにまかせ修理されていない。例えば，
「では何故龍王廟をくずれたままにしておくのか＝＝各自の生活に困って
いるので修理する餘裕がなくなった」(W.p.434)
とある。しかし，そうであるからといって，廟祭の簡素化，廟宇の荒廃が村民
)」
nつた｣(V・剛
ﾐ店村では,
V.p.431)
二蝕されたこと腱
;住民により村蔬
ついて, 「かか蕊
;る｡それは諸蕊：
可に作られて居珈。
:， この頃では嚥
14）山縣干樹，前掲書,p.24.
15）台湾の漢人村落における廟信仰は当初このような形態で行なわれていた。
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の廟信仰の稀薄化と結びつくかどうかは別問題であり，恐らくこの現象は一時
的なもので，機会があれば村民は廟祭祀を活発化するであろう。
調査各村の廟祭祀を見ると，沙井村では年に5回上供会（弁五会，善会焼香
会とも言う）が開かれ，その日，村民は廟に詣で，その後会食をする。
「關帝廟へ病氣の時に参るか－病氣の時に皆供物を持って行き， もし全
快すれば何々を供えるといって祈る。一年に五回祭りがあり，その時には村
民が皆供物を持って行き，其虚で御飯を食べる。その費用は村民に割当て
る」(I.p.90)
とあり，その5回の祭日は廟神の生誕日で，次のようである。
旧正月15日16)全供（観音寺．五道廟へ参詣）
〃2月19日観音（観音の生誕日，観音寺へ参詣）
〃4月8日仏爺（釈迦の生誕日，後殿のみ参詣）
〃6月24日関聖（関帝の誕生日，前殿のみ参詣）
〃7月30日地蔵（地蔵の誕生日，五道廟へ参詣）
沙井村では当時芝居が行なわれていず，祭祀後，供物を看廟人の楊永才が料理
ノ’本村民のみが(各戸より’人出席)会食できる。しかし，近年貧困者は参加
ゾなくなっている。
「この廟に他村民は参りに來ぬか－各村に廟があるから誰も來ない」
(I.p.152)
「この廟の祭に参加するのは本村人だけか－然り」(I.p､173)
「行かぬ人はなぜ行かぬのか－行きたいけれども金がないと行けない。
修好したい人は金がなくても會葉を呉れという（修好とは神に願って來世をよ
くすること－王通課談)」
『楊永才は會の前に家々を廻るか－會の前に全村の家々を廻る･會帖子
（會葉）に會費の豫定額を書き，それを持って全村の家々を廻ろ」
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16）本稿で述ぺる月日は全て旧暦（農暦）である。以下，「旧」という文字は省略する。
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「いつも來ないと決っている家にも行くか－何回行っても來ない家には
行かない」
「老道が勧誘に行かぬ家が何軒位あるか＝＝二十家位」(1.p.130)
「育苗銭を納めぬ人は廟會に出ないか－出ない」(I.p、153)
「近頃他村から移って來た人夫等も會に出るか一村に關係の薄い人は村
に住めない。勿論廟會に出られない」(1.p、131)
とある。会費は廟役員の香頭が70銭，散戸（一般村民）は半額の35銭で，供物
購入には香火地の小作料を当てたりする。
寺北柴村では，関帝廟の祭日が5月13日，観音廟が2月19日と10月15日，三
社廟が3月3日，真武廟が3月15日，五道廟は正月初1日で，廟祭は簡単なも
のである。
「祭の日は何をするか－供物・焼香，讃經」
「祭の日に廟で御馳走をたべないか－たべない」
「供物・焼香の時に村民の代表となって供物・焼香する人はいないか－
いない。村民は皆各自に廟へまいり，供物・焼香する」(m.p.43)
とある。ところが，昔は芝居が行なわれており，廟祭は賑やかであったようで
ある。
「民國十五年頃は藝人を雇って村中で看戯をやったが近年は不況で行われ
ぬ」(m.'p.32)
「廟の祭に芝居のあったことありや＝＝観音老母廟の祭の時に芝居のあっ
たことあり◎民國以前には毎年あった」(m.p.43)
「観音老母廟の廟會の時には芝居があったか一あった」
「毎年あったか－しかり」
「何時頃迄あったか==＝民國十年頃までであろう」(m.p 65)
とあり，現在では供物，焼香，読経ぐらいである。
「祭の日は何をするか一供物，焼香，讃經」
「祭の日に廟で御馳走をたべないか－たべない」
らくこの現象は~鴬
ろう。
÷(描会善会晦
ﾐ食をする。
持って行き， もL4
あり，その時に鴎
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廟人の楊永才が料農
,近年貧困者は参加
5から誰も來ない」
(I・P.173)
がないと行けない。
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家々を廻る。會帖子
ﾏを廻る」
いう文字は省略する。
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「供物・焼香の時に村民の代表となって供物・焼香する人はいないか－
いない。村民は皆各自に廟へまいり，供物・焼香する」(m.p､43)
とあるが，しかし，それでも村民の多くは廟に参詣している。
「村の人は楽しみにしているか－村民の十分の八，九は油を持って神燈
に注ぎ紙を焼き参拝する」(m.p.82)
とある｡そして廟にかかる経費は村灘款として村民から徴収する。
「村自禮のために割當てる擬款があるか－今年十月十五日老母廟の廟會
の費用として（吹副叺二組雇入その他）六十元を費い，昨年は關帝廟に新屋を
建て若干の費用を費ったが，前村長のときであるから幾何か知らぬ」(m.p.
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とある。冷水溝荘の祭日は，
2月2日土地廟（土地神の生誕日）
5月13日関帝廟（関帝の生誕日）
6月19日玉皇廟（玉皇大帝の生誕日'7)）
であり，祭日には全村の者が供物，僥香，僥紙を行うだけで，会食も芝居もな
く，供物は看廟人の李殿一に与えられる。
「廟の祭の時には誰が世話するか－世話する人は誰もいない。各人が線
香をあげるだけ」
「焼香する時には各人勝手にするか，集ってするか－各人勝手にする。
集って焼香するのではない」
「廟に人が集って食事を共にすることはないか－ない」（Ⅳ､P､48）
際日は何日か＝＝二月二日，全村の者力ざ集る」
「どんな祭をするのか－線香，焼紙，それから物を作って供える，牛肉
と羊肉とは供えない」
「その供物はどうするか＝＝供物は全部道士にやる」（Ⅳ． P.58)
1
1”
っメ
17）18）村民により玉皇廟の祭日が異なって応答されている。ちなみに玉皇上帝の生誕日
は1月9日とされている。増田福太郎，前掲書,p.110参照。
-
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「祭祀の期日如何一二月二日土地誕，六月十六日玉皇誕18)，五月十三日
關帝廟磨刀會で，皆参詣する」
「こんな時に廟會を催し,演戯等開かぬか－何れもなし」
「演戯はどんな時に開かれるか＝＝雨乞をして御利益のあった時等に謝雨
戯を催す」(W.p.17)
とある。冷水溝荘においても廟の経費は擁款として村民から徴収される。
「維持費は如何するか－村費で出すことあり。財主が多く出すことあ
り」(W.p.17)
「管理に要する費用は誰が負担するか－廟は村の經費であるが，学校は
県が支辨する。但し修理費及び設備費は村の負担である」
「村の負担は如何に支辨するか一灘款である」(W.p、14)
「廟の維持は擬款に依るか－然り」(W.P.286)
とあり， ここでも廟は村民の負担によって維持されている。後夏までは，菩薩
廟（白衣廟）2月19日，真武廟3月3日，龍王廟6月23日に祭祀が行なわれ，
3月3日の真武廟の祭祀が一番賑やかで，村民は紙で御輿を作り，中に神像を
安置して，午後にそれをかついで村を歩き廻る'9)。この経費は村灘款として村
民に割当てられる。しかし，芝居，会食は行なわれていない。
「三三社というのは一三月三日に眞武廟に集って御祭をする」
「本村民の全部が集ろか一男及び既婚婦人の殆んどすべてが集る」
「集って何をするか－叩頭をするのみ」
「演戯はしないか＝＝民國十五年頃まではやった」
「演戯はどこから頼んで來るか＝==濟南から恩県にかせぎに來ている戯斑
子を雇って來る」
「戯班子を一日雇うのに民國十五年頃どの位かかったか一一二百圖位かか
った」
I ・焼香する人はいないか＝
香する」（Ⅲ．p.43)
詣している。
分の八，九は油を持って礎
民から徴収する。
今年十月十五日老母廟の齢
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､る。ちなみに玉皇上帝の生誕日
[10参照。
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19） 『中農慣調』第4巻,p､433。
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「その費用は村の撰派から出していたか－そうだ,本村のみの擬派であ
る」（Ⅳ．p.410)
「どんなことをするのか一三月三日，眞武廟の像を拝し，眞武の牌位
（眞武爺之位と書いてある）を村北西の砂崗子(砂山)の所に持って行って僥く」
「その費用はどの位かかる－村全農から一戸十銭あつめる」
「全部出すか－全部出す」
「皆同率で出すか－金持は多く貧家は五銭位のものあり，全部で十五圓
位になる」
「その金を何に使うか－供物や卿叺を雇うために使う」
「痢叺はどこから雇うか－附近の張庄から雇う」
「三三社は毎年やるか－そうだ」
「吃飯はないか－ない」
「昔は演戯をしたか＝＝二十年前にしたことあり」(W.P.416)
とあるp 2月19日の菩薩廟の祭は女の人が念経するぐらいであり,6月23日の
龍王廟の祭も上供，焼香，焼紙だけである。後夏塞は他村と異なり，三三社の
ごとく村内に宗教的色彩の強い団体が存在する。三三社の他にも泰山社(郷社，
香社20))，閻王会，紅槍会，碗社，諄々社等が存在するO泰山社は村民の多くが
社友(約90人位）となり，泰山老母を祀って家の平安を祈る団体で，毎月10"
を積み立て3年に1回正月7日に祭祀・会食を行なう。また，泰山社は会友に
対し会費の積立金を低利で貸す互助的金融の役割も果している｡
「會費の積立金や貸金の利子はすべて發駕や吃飯のために消費されるか
－そうだ，後に残ることはない」
「發駕・吃飯は村民にとって最も樂しいととか－そうだ」
「郷社では演戯をしないか＝＝なし」（Ⅳ.p.416)
とあり，社頭には現保長の呉玉衡がなっている。閤王会は村の東南'6華里の津
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20） ｢郷社というのは香社の誤り」(IV.p.450)という応答があり，ちなみに郷と香の中
国語の発音が同じであるから，香社が正しいとも考えられる。
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期店にある天斎廟に3月28日，村民が健康を祈りに参詣する団体である。恐ら
く，天斎廟は村廟よりも祭祀圏の広い廟であろう。当日は廟市が立ち賑やかで
ある。紅槍会は村の自衛組織で真武を拝する。今では保甲自衛団と一緒になっ
た。碗社・蒔々社は村の互助組織で宗教的色彩はない。
侯家営では老爺廟の関帝を6月24日に，財神を9月17日に祀る。この日には
村民の会食があり， 6月24日には豚の頭を，9月17日は羊肉を食べることにな
っており，これは村民の楽しみであったが，事変以後なくなった。
「廟の祭はあるか一六月二十四日の老爺の誕生日と9月17日の財神の誕
生日に祭がある」
「お祭にはどんなことをするか－燈りをつけて線香を上げ精進料理を供
える」
「そのとき芝居などするか－出來ない。同治年間に一回あっただけ」
「村で芝居をする場合があるか－ない」
「廟のお祭りには村民は御馳走を食べるか一一時食ったことはあるが次
第に食わなくなった」(V、p.27)
「九月十七日の大移撚銭はいつ頃からなくなったか－郷長がなくなり保
長が出來た時から」
「事愛以後か一然り」
「なぜか＝＝侯全武2')がやめた」
「どういう理由か一皆が食ぺることは無用で三，四人でよいといった」
「金がかかるからか一金もかかるし，人も集らねばならぬ」
「九月十七日は收穫が終った後か－然り」
「その時に會合するの樂しいことだったか－然り」(V.p.35)
とあり，会食は保長，甲長等の弁事人と郷丁とが行ない，その費用は昔通り村
寸のみの鍵派で3
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｡て行って僥く」
りる」
)，全部で十五闇
).416）
ちり， 6月23日、
耽り，三三社り
こも泰山社(柵，
士は村民の多くガ
1体で,毎月10農
泰山社は会友I[
る｡
うに消費されるか
1
1
1ど」
､東南16華里の鴬
21）侯全武はその当時郷長で侯一族の有力者であり，全武の提案に村民は誰宇人として反
対しなかった。侯家営の総会頭の性格については，根岸佶『中國社會に於ける指導層
一中國耆老紳士の研究一』1947年,pp.125～129を参照のこと。
ちなみに郷と香の中
35
識
~1
1
????????????????『??????????。。、???????、???、???????。。????????????????、?????、??
?????
關西大學『經濟論集』第32巻第2号ﾕ30
民が負担する。
「辨公的人以外の者は食べなかったか一昔は九月十七日にには集合があ
り大慾灘銭で猪を食べた｣
「今も然りか－今はなくなり，辨公的人のみ」
「辨公的人の食べる猪の金はどうして出すか＝＝公會から出す。もし不足
なら大霧撰銭」
「公會から出すというのは，公會がその時に金を集める意味か－郷長
(今は保長）が五，六圓の金を出して辨公的人に渡す」
「保長は自分の金を出すのか－公共の金」
「それは村民から集めた金か－然り。保長が立替えることもある」(V.
????。，。，，?．??????。?、‐?????‐→?．?『，???‐??
I
P. 35)
とあり，基本的に全村民負担の下で祭祀が行なわれている｡
呉店村では関帝廟の祭祀が正月15日と6月24日の2回行なわれ，五道廟もこ
の時全村民によって祀られる。 6月24日は賑やかで，ここでも会食が行なわ
れ，経費は灘款として村民から徴収する。
「焼香の臼には村民が廟に集って御馳走を食べるか一＝六月二十四日には
金を出し合って廟で麺條を食べる」(V、p.407)
「廟の祭日に廟に人が集って食事を共にするが一六月二十四日食事を共
にする。一人か二人の世話人が出て出席者を誘い，費用は後で計算する」
： 「去年もやったか一あった」
「去年世話したのは誰か一十数の人，希望者が世話をする」
怯年何人位集ったか一四，五十名」(V.p､425) :
「村で神を祀るために集ることありや一＝六月二十四日廟に集る」
「その時は皆供物を持参するか－廟で準備し後で擬款をとる｣： ､
「廟の灘款は一年に一家でどれくらいかかるか－その年の品物の値によ
って異る」
吠篭どれくらいかかるか一五十銭くらい｣, ．
?
』
『???????????、 ?。?????
『
??
?????? ? ?????，
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解放前の華北農村社会の一性格（上）（石田） ユ3ユ
「何を買うか－香と食物」
「皆が一緒に食べるか－然り」(V.p.458)
とある。
以上，各村の祭祀・運営について考察してきたが，既述のごとく廟祭はかつ
てほどの旺盛さはない。それは民国17年以降の上からの諸政策や農民の社会経
済状況によっている。しかし，廟祭はなお全村民の参加と負担の下に，村祭と
して継続して行なわれており，村廟運営の基本的形態は存続している。現在の
政治的経済的抑圧から村民が解放されるならば，恐らく再び廟祭が盛んになる
であろう22)。
最後に各村の廟の世話人について見ておく。廟を運営する役員については後
述するので簡単にとどめ，廟の世話人，すなわち看廟人あるいは老道について
考察する。
沙井村の廟役員は村役員と完全に分離し， 17名の香首（香頭）がおり，輪流
で廟の運営を行なう。輪番の香頭を値年的香頭と言い，任期は1年で，その仕
事は供物の購入，廟費の立替，それに焼香のときには村民の先頭に立って行な
うこと等である61941年度の値年的香頭は李濡源，邪潤斎（尚徳)，李秀芳でj
1942年は楊潤，孫鳳，景徳福，1944年は劉福，任振剛，楊正である。香頭は一
般に全持ちか，あるいは心願した人で，例えば，
「貧乏人でも香頭になれるか－少しは財産がないといけない。貧乏人は
暇がないから香頭にはなれない」
「香頭になれない人があるか－ある。貧乏人」
「その人が心願しても不行か－心願すればなれる。しかし，貧乏人には
集合があ
もし不侭
－賑
る」(V.
道廟もと
が行勅
四日に隙
食事を共
:する」
、
1
i」
22）農民の廟信仰は簡単に消失するものではなく，解放後も「迷信打破運動」が繰り返し
行なわれていることはその根強さを示すものと考える。 ところで， この「迷信打破運
動」は， (1)迷信が非科学的であり階級支配の道具になっている面と，(2)村廟を通じて
できている村民間の相互扶助的な面との両者を否定しようとした。後者は国家が人民
の生活を保障し得ない限りにおいては，存在せざるを得ず，その点に関しては「社会
主義中国」も完全とは言えず,．「迷信打破運動」も容易には進展しないと考えられる。
ﾘの値によ
‐曲の
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『､祁瞳音會薑
；抑人の畑は皇
』贈首は－人て
: |難を切ってき
､ Iその錘は詔
排った」
・ 陰首は芝居
拡り，テン
I 檜首は観音
燗一年間は全
｛鵬の世話
I 「その人をど
；
i 「その人を何！
＃伽‘しかし， 3
弱，
＃ 傭の世話すイ
＃脇はいない。
城‘冷水溝荘マ
･］
蝿‘
#
： 傭の世話人に
iI 胸という人力：
:;
; 「その人はかつ
“1 ，？
ド＃ 傭殿一は何時
； 「敵の代から
＃服貰うか＝
繍皿≦
暇がないから心願することはない」(I．P.217)
とある。香頭の氏名とその所有耕地面積を表にしたのが第8表である。表中の
第8表香頭の氏名と所有耕地（単位：畝）
寅一毫~｢言宥霧亟11氏名｜所有耕地????????????
16
19
0
24
0
3
29.5
49.5
????????
???
????
22
16
35
40
40
35
110
76
46．2
??
???
出典）『中國農村慣行調査』第1巻,p.173と附表の
「順義県沙井村戸別調査集計表」より作成。
土地面積の小さい者は心願者であり，大きい者は後述する村公会の会首にもな
っている村の有力者である。香頭の他に廟の雑用をする看廟人(老道）の楊永
才がおり，彼は小学校の用務員でもある。一般に看廟人には村の貧困者が当て
られ，村から何がしかの報酬を与えている。楊永才の場合は公会地の耕作権と
賃金を得ており，廟内に居住している。
晴廟としての一年の収入は一八畝の公會地を作らせて貰っている。毎
年の租銭を百圓としている。八畝は毎年定っている」
附公所から貰う金はいくらか－大秋時十圓，外には村の仕事がどんな
に忙しくても貰わぬ」(H.P.99)
とある。このように貧困者を村の雑用係にさせたりするのは，貧困者に対する
村の救済措置の一種である。
寺北柴村には芝居を行なっていた頃，廟の世話人としての会首（大頭）がお
り，毎年1人銭で選ばれた。
「廟の芝居の世話人がいたか=＝=民國以前には會首がおり，彼が廟の世話
をした。芝居があればその世話もした。會首は一人で毎年交代した。その名
38
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；解放前の華北農村社会の一性格（上）（石田） ユ33称は「観音會會首」といった。會首は仏の保護を受けるので，會首になると
その人の畑は豊作になる。だから村民は皆争って會首になりたがった。しか
し會首は一人でよいので多人数はなれないから銭で會首をきめた。その方法
は紙を切ってまるめてばらまき，その中の一本が当銭した」
「その銭は誰でもひけたか，一家一人か一家一人。百家あれば百の銭
を作った」
「會首は芝居の世話以外に何をしたか－僧の代りをする。即ち廟の掃除
をしたり，テンポンを作ったりした。また供物を買ったりした……」
「會首は観音老母廟以外の他の廟の世話をしなかったか一他の廟につい
ても一年間は全部世話した」(m.p.43)
「芝居の世話人がいたか=＝=毎年一人いた」
「その人をどうして選んだか一銭で選んだ」
「その人を何といったか－會首とか大頭といった」(m.p.65)
とある。しかし，現在では會首がいなくなり，信心深い人が廟の世話をしてい
る。
「廟の世話する人はいないか－掃除などは普通はしない。だから特別の
世話人はいない。祭のある時に信心深い人が行って掃除する」(m.p.43)
とある。冷水溝荘では看廟人として李殿一がおり，やはり玉皇廟内に住んでい
る。
． 「廟の世話人はいないか＝==玉皇廟にだけ看廟が一人いる」
「何という人か一廟殿一（李の間違い一筆者)」
「その人はかつて道士か-そうでない」
ママ
「廟殿一は何時から看廟しているか－ずっと昔からしている」
「祖父の代から看廟か－よく分らんが親はしていた」
「礼を貰うか－何も貰わない」
「家は廟の中にあるか一しかり，廟の家だ」（Ⅳ．P.47)
とある。しかし，李殿一が住む廟地は承典した土地で，住む家が廟のものであ
る。表室：
！会首に埜道)の儲冠者が当ての耕作農
ている｡畠
事がどん増
I
者に対する
大頭）がお
6量廟の世壼
た。その名
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「誰に出典したか－李殿一，他村より移って來て廟の守をしている。即
ち老道・看廟，昔道士だった」
「其の人は何時頃來たのか－此の人の何代も前から來ている」
「其の老道は承典地を何に使っているか一住んでいる」(W.P.264)
「玉皇廟（三官堂）裏の家の土地は廟地の一部ではないか－今の居住者
は元來道士にて廟地であったが金を貰けて典に取ったのである」
「その人は何というか－李殿一という恵民縣人にて前清時代から数代に
なる。なお二十余畝を買い耕作している」
「家屋は誰のものか一家も廟のものであるが修理は住む者がする」(Ⅳ．
p.286)
とあり，李家は外村人で道士の素養（経は読めない）があるため，道士として廟
に住みつき，その後道士が不要になったので看廟人になったと考えられる。
「この三人の道士は以前廟にいたのか－李殿臣と李殿一は玉皇廟にい
た。劉萬賓は關帝廟にいた。三人とも七，八年前に道士をやめた」
「何故道士をやめたか一道士が村で不要になった」
「道士には村から金を支給するか－年々若干補助をしていた｣(W.p.31)
とあり，現在の看廟人には報酬として廟内での居住と供物のお下がりがある。
後夏棄の廟の世話人については『中農慣調』にその応答がない。侯家営には
郷公所が出来る以前に看廟人がおり廟の雑用をした。看廟人はやはり貧困者で
給金を貰っていた。現在は看廟人はいず，村の雑用をする郷丁がおり，その郷
丁が廟の世話をしている。
「看廟はいつ迄いたか一郷公所が出來る迄いた○それ以後は郷丁。それ
以前は看廟が色々と世話した」
「看廟は独身者か－然り。會から金をやった」
「看廟はどんな仕事をしたか＝＝廟の祭の供物をし，庭の掃除をし，村に
何か事があると鉋腿した」
?》
?，??
????????????????
??
?，。
?
???
???
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職 解放前の華北農村社会の一性格（上）（石田） ユ35
「今の郷丁と同じか－然り」
「看廟は一人か－然り」
「貧しい人か一一然り」(V.p.35)
「廟のいろいろのことを世話するのは誰か－郷丁だ。一日と十五日に香
を上げる」(V、P.27)
とある。現在の郷丁の報酬についての応答はないが，村費の中に含まれてい
る。
「大籠何に使うか－前には打更，看青，四季の吃會（保甲長が勘定する時
に御飯を食べる)，郷丁の費用，控溝，学校費など。後には複雑になり書記を
傭いその費用もかかった」(V.p.333)
その他にも郷丁は各種の会食で吃飯できる。
呉店村にも看廟人がおり，他村人の貧困者で，看廟の報酬として廟地4畝の
耕作と村民からの食糧の提供がある。
「何時から看廟しているか一十何年になる」
「本村人か－易州の者」
「何時來たか－三十何年前。來た時は若力」
「看廟をしていてどんな收入ありや－廟の土地を耕しているが，それで
は生活に足りぬので，村民が少し食糧をくれる（欽黙狼會)。金持がくれる」
「按地畝でくれるのか－否。出す人の考えでくれる」
「あなたの仕事は如何なるものか－縣の人が來たら接待に出る。村公會
で用事があると，それを各戸に知らせる」(V.p､408)
「村の共有地はないか一廟地が四畝ばかり關帝廟の周りにある」
「これは誰でも寶買出來ないか－村で金を出して「看廟的」のために買
って耕作させているものだから個人で虚分することは出来ない」
「看廟的に虚分權はないか＝一耕作して生活することを許してあるのみで
絶對出來ない」(V.p.614)
とある。看廟人が耕す廟地に対する田賦については，沙井村では村がが支払っ
している。即
る」
『.P.264)
＝今の居住者
」
代から数代に
がする」（Ⅳ．
道士として廟
えられる。
は玉皇廟にい
た」
‘た｣(W.p.31)
?がりがある。
‘･侯家営には
'はり貧困者で
§おり，その郷
とは郷丁。それ
;除をし，村に
I
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廟人が支払うという応答の二
關西大學『經濟論集」第32巻ﾕ36
：ていたが，呉店村では村が支払うという応答と看
つがある。
「廟地は何畝あるか＝＝五，六畝あり。老道
「その五，六畝に田賦がかかるか＝＝老道は
出す」(V.p.440)
「廟地は誰が負措するか－看廟的」
「看廟地にも税は全部あるか－田賦と畝損
????。????????、???。??????。???????《???
???。????????．????﹈??????。??．、?????、?????????．??????》?，???，??????????．??、?????〈??????，》????????????????????????????。?????????．?
???
が耕している」
出さないで，村民がかわって
ﾉ． .､､* を除き「出工費」 たる鍵款は
???????
????，?，‐」?‐??
｝?。 ?‐ ? ? ??
????? ? ????
「看廟的」に負措させない」
「何故か－彼は「看廟」する「苦人」だから一切の灘款は負措させな
い」(V、p.604)
とあり，擬款については負担させないが，田賦については暖昧である。看廟人
にしばしば外村人が雇われるが，その理由として次のような興味ある応答が見
られる。
「李二は本村人か＝=本村人は看廟せず，看廟は必ず外村から招いて來
る。廟産は村全体のもので，本村人が看廟になると，廟産を取るように誤解
されて工合が悪い」(V.p.430)
とある。
以上考察してきたごとく，村廟には看廟人をおいて廟の世話をさせ，看廟人
に対しては村として報酬を与え，生活の支えとさせている。ここにも村民の廟
信仰に対する厚さを読みとることができると同時に，廟は村全体で運営されて
いることが理解できる。 （以下，次号に続く）
。??』????。
‐?，????????‐?
??ョ?
?
???、 ???．‐??．
? 、 ? ? ? ? ? 、 ? ? ， ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
I
《?????，?，?。???、。‐ 。、 ‐‐。?《 ．‐?? 』?? ??‐?
???????
??』
?
、↑→
??、????、??????
??
?????????????????
‐?ゥ‐??????????????????
???????↑、?．????↓??????‐?? ?????????????
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